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令和２年度 第１回 四街道市保健福祉審議会高齢者部会 会議録（概要） 

 

日     時  令和２年８月１９日（水）午後２時～午後２時４０分 

場     所  四街道市保健センター第２会議室 

出 席 委 員  許斐部会長、長澤委員、田中委員、吉井委員、谷口委員、秋元委員、 

大内委員 

事  務  局  大塚福祉サービス部副参事、只野高齢者支援課長、三好高齢者支援課長

補佐、茨城高齢者支援課主幹、坂本包括ケア係長、吉原賦課給付係主任

主事 

コンサルティング業者  株式会社サーベイリサーチセンター １名 

 

傍  聴  人   ２人 

 

－－－ 会議次第 －－－ 

１ 開  会      

２ 委員・職員紹介 

３ 福祉サービス部長挨拶 

４ 部会長選出 

５ 部会長挨拶 

６ 議  題 

① 現行計画（第７期計画）の進捗評価について（報告）  【資料１-１、１-２】 

② 第８期計画策定に係るアンケートの結果について（報告）【資料２】 

③ 第８期計画策定に係る意見聴取の結果について（報告） 【資料３】 

④ その他 

７ 閉  会 

 

－－－ 議事概要 －－－ 

１．開会  （事務局がマスク着用、換気、席の間隔、仕切り版、マイク不使用、時間短縮

等について言及） 

２．委員・職員紹介（事務局が紹介） 

３．福祉サービス部副参事挨拶 

大塚副参事 計画は３年毎に見直す。４月１日現在の 65 歳以上人口は 27,101 人（高齢化率

28.6％）、うち後期高齢者は 13,891 人。長期的視点に立って計画を策定してい

く。次回より具体的な案を示すので、忌憚のない意見をお願いしたい。 

４．部会長選出 

 （許斐委員が推薦され、部会長に選出） 

５．部会長挨拶 

許斐部会長 皆様の協力を頂きながら、会議を円滑に進めていきたいのでよろしくお願いし

たい。 
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６．議題 

○議題１ 現行計画（第７期計画）の進捗評価について（報告） 

許斐部会長 （傍聴人２名を入室させる）議題①「現行計画（第７期計画）の進捗評価につ

いて」事務局より説明をお願いする。 

事務局 （資料１-１、１-２について事務局より報告） 

許斐部会長 ただいまの報告について質問、意見はあるか 

 （意見なし） 

 

○議題２ 第８期計画策定に係るアンケートの結果について（報告） 

許斐部会長 議題②「第８期計画策定に係るアンケートの結果について」事務局より説明を

お願いする。 

事務局 （資料２について事務局より報告） 

許斐部会長 ただいまの報告について質問、意見はあるか。 

長澤委員 感想だが、四街道市には元気な高齢者が多い印象がある。 

田中委員 認知症に関する相談窓口を知らない人が多い。包括支援センターもそうだが、

今後さらに周知していかなければいけない。 

長澤委員 年を取るとホームページが見られない。資料も面倒臭く、知らない人が多いと

思う。 

許斐部会長 その点については、私たちが意見を交換して市役所の担当者と協力していくの

か、それとも市役所の担当者が考えていくのか。 

事務局 市民や委員の皆様の意見を聞き、検討していく。 

  

○議題３ 第８期計画策定に係る意見聴取の結果について（報告） 

許斐部会長 議題③「第８期計画策定に係る意見聴取の結果について」事務局の説明をお願

いする。 

事務局 （資料３について事務局より報告） 

許斐部会長 ただいまの報告について質問、意見はあるか。 

長澤委員 「四街道市地域支えあい推進会議」はどのような形で行われているのか。包括

センターとは別か。 

事務局 

 

推進会議には市全域のもの、中学校区ごとのものと２種類がある。全域のもの

は生活支援コーディネーター、NPO 法人、民間企業、ボランティア団体が集ま

り、情報共有して、どのような支えあいの進め方がよいかを相談している。（年

２～４回）中学校区では地域の核となる自治会長やボランティア、施設の方な

どと一緒にその地域に必要なものは何かを話し合っている。 

長澤委員 良いことだと思うので、全市、町の人も参加できるようにしていってもらいた

い。 

  

○議題４ その他 
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許斐部会長 議題④「その他」について、事務局の説明をお願いする。 

事務局 次回は 10月下旬か 11月上旬を予定している。 

議題は計画素案をお示しする予定。次回もよろしくお願いしたい。 

  

７．閉会 

許斐部会長 以上で議題は終了。協力に感謝する。委員の意見は次回以降の計画の参考にさ

せていただく。 

事務局 以上で部会を終了させていただく。 

  


